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道主催「プルサーマル計画に関する公開シンポジウム」への
抗議のとりくみ要請について

日頃のご奮闘に心からの敬意を表します。

さて、道と地元4町村は、10月12日、岩内地方文化センターにおいて「プルサーマル計画に関する公開シンポジウム～みんなで考えるプルサーマル計画～」を開催しました。

本シンポジウムは、冒頭の山本副知事の挨拶では、「プルサーマル計画について地元住民のみならず、広く道民からご意見を頂く」としていたものの、①泊3号機でのプルサーマル計画には何ら関係のない講演に、大幅な時間を割いたこと、②検討会議会長による中間報告説明は、検討会議の検討状況を単に説明しただけで、結論に至った経過、理由については何ら言及されなかったこと、③中間報告について幅広く意見をいただくとしながら、中間報告を事前に配布せず、さらには中間報告に関する意見を全く求めなかったこと、④パネルディスカッションのコーディネータが参加者に対して「うるさい」など口汚く罵るなど、極めて資質に欠ける人選を行っていること、⑤理由を一切述べることなく会場からの発言を地元住民に制限したこと、⑥多くの発言を希望する参加者にいたにも拘わらず、強引にシンポジウムを終了させたことなど極めて問題のあるものでした。

本シンポジウムの不当な実態からも、道にはプルサーマル計画に反対する意見については扱う意志がなく、自らに都合の良いものだけを利用し結論づけようとしていることは明らかです。「期限を切ることなく、安全性の確保を最優先する」との知事発言すら、60億円の交付金のため早急に結論づけたい意図を隠蔽するためのものと言わざるを得ません。

私たちは、この間、道民の生命・財産と生活環境を守る立場からプルサーマル計画の必要性・経済性などについて独自の判断を行うことを強く求めてきました。それにもかかわらず道が、道民の意志を無視し、民主主義を蔑ろにしてまでも、国策への追随に腐心している姿勢は言語道断と言えます。これらのことから緊急ですが、北海道知事に対する抗議打電行動を以下の通り要請します。

記

１．あて先　　下記の宛先にＦＡＸ、レタックス、電報等にて抗議文の集中を願います。

　　北海道知事　高橋はるみ　様

　　　　　　　　札幌市中央区北３条西6丁目　北海道庁内

　　　　　　　　ＦＡＸ：０１１－２４１－８１８１

    　　　　　　E-Mail：soudan.soudan@pref.hokkaido.lg..jp
２．文例（例文）　【例文を参考にしてください】　
10月12日に道が岩内で開催した「プルサーマル計画に関する公開シンポジウム」は、有識者検討会議中間報告に関する道民の意見を幅広く頂くとしながらも、十分な意見を聞く時間も確保することなく、発言を地元住民に規制するなど目に余るものであった。道民の意見を封殺し、シンポジウムの事実のみを作った道の不当な姿勢は断じて容認できるものではない。私たちは、道が道民を無視し、民主主義を否定したことに対して慢心の怒りをもって抗議する。改めてプルサーマル計画の必要性・経済性と中間報告に対する幅広い道民の意見を聞く機会を早急に設けることを強く求める。

３．取組期間　２００８年１０月１７日（金）まで

	ＦＡＸ：０１１－７００－２０５３（道本部政治部　小檜山・佐々木）
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